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冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
有
岡
会

長
は
新
年
度
計
画
に
つ
い
て
、
組
織

運
営
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を『

忍
耐
か
ら

組
織
再
生
へ
・
新
連
携
に
よ
る
地
域

づ
く
り
へ』
と
し
、｢

商
工
会
組
織

の
強
み
の
更
な
る
充
実
と
発
揮｣｢

商

工
会
の
経
営
革
新
事
業
と
ま
ち
づ
く

り
事
業
等
へ
の
支
援
強
化｣｢
財
政
基

盤
の
安
定｣｢

役
職
員
の
資
質
向
上｣

｢

商
工
業
者
の
福
利
厚
生
・
経
営
対

策
等
の
充
実
と
促
進｣

の
重
点
事
業

を
柱
に
積
極
的
に
取
組
む
。
更
に
、

組
織
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

｢

商
工
会
活
動
の
主
役
は
商
工
業
者｣

と
い
う
組
織
の
原
点
の
再
認
識
で
あ

り
、
組
織
の
一
体
性
を
大
切
に
し
、

商
工
会
運
営
に
携
わ
る
一
人
一
人
が

変
ら
な
け
れ
ば
組
織
は
変
ら
な
い
と

力
強
く
述
べ
た
。

質
疑
の
な
か
で
は
、
産
業
間
連
携

の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
、
道
商
工
連

と
し
て
も
一
次
産
業
を
基
幹
と
す
る

商
工
会
地
域
が
大
多
数
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
積
極
的
な
取
組
み
を
行

う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

道
商
工
連
一
般
会
計
の
新
年
度
予

算
の
総
額
は
、
九
億
六
千
八
百
万
円

(

対
前
年
度
比
四･

四
％
減)

と
な
っ

て
お
り
、
各
商
工
会
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
勘
案
し
、
今
年
か
ら
全
国
大

会
の
負
担
金
を
徴
収
し
な
い
こ
と
と

し
た
。

道
商
工
共
済
協
同
組
合
臨
時
総
代

会
で
は
、
生
命
傷
害
共
済
事
業
の
適

切
な
管
理
運
営
、
金
融
事
業
に
つ
い

て
は
、
組
合
員
の
た
め
に
緊
急
融
資

及
び
積
立
金
範
囲
内
融
資
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
債
務
保
証
業
務
並
び

に
償
還
業
務
の
適
正
化
な
ど
を
図
る

こ
と
と
し
た
。

臨
時
総
会
に
続
い
て
開
か
れ
た
全

道
商
工
会
長
研
修
会
で
は
、
全
国
商

工
会
連
合
会
専
務
理
事
の
寺
田
範
雄

氏(

昨
年
五
月
に
就
任)

が｢

商
工

会
を
巡
る
諸
課
題｣

と
題
し
て
講
演

し
た
。

寺
田
専
務
理
事
は
、
平
成
十
七
年

経
済
見
通
し
と
商
工
会
の
現
状
と
課

題
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
①
合
併

が
進
み
商
工
会
の
数
が
減
っ
て
行
き
、

会
員
数
も
毎
年
一
万
五
千
人
減
少
し
、

全
国
で
百
万
人
を
割
り
そ
う
。
何
と

か
歯
止
め
を
か
け
た
い
。
②
商
工
会

予
算
の
基
礎
的
な
補
助
に
つ
い
て
は

北
海
道
と
市
町
村
へ
の
働
き
か
け
が

必
要
。
③
経
営
指
導
員
へ
の
相
談
ニ
ー

ズ
が
複
雑
化
し
て
い
る
。
資
質
の
向

上
に
努
め
る
。
④
合
併
と
広
域
連
携

に
多
く
の
商
工
会
が
取
組
ん
で
い
る
。

行
政
が
商
工
会
議
所
と
の
合
併
を
働

き
か
け
て
い
る
県
が
あ
る
が
、
一
商

工
会
の
単
位
を
大
き
く
し
て
行
政
に

対
抗
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
説
明
。
最
後
に
、
会
員
の
立
場
を

代
弁
す
る｢

商
工
会
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
全
道
の
商
工
会
長
に
期

待
し
て
い
る｣

と
語
っ
た
。

1

� � � �
������������	��


��
������������
�����������

北海道商工会連合会 〒060-8607 札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト１･７ビル
℡(011)251-0101㈹／�(011)271-4804
編集人：事務局長 北山 �／定価：1部50円／隔月１回１日発行
����������������� ��!"#$%

貯める・安心・借りられる

���������	


����	


���
�����

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
	 	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
 
�
!
"
�
#
�
�
�
�
$
!
"
�
%
&
'
(
)
*
%
�
+

&
,
�
�
�
�
-
�
.
/
0
�
1
2
�
3


�
4
5
�
6
7
8
9


�
:
;

<
=
4
5
>
?
2
@
A
B
C
0
D
E
F
D
�
G
H
I
H
�
�
�
D
�
�
�
J

K
L
M
N
O
�
�


�
P
�
�
Q
�
9


�
:
;
R
>
?
2
@
A
B
C
0
D
E

��
��

������
��

8
H
�
�
�
"


S
�
%
�
S
�
'
T
,
U
V
�


W

8
X
Y
�
�
�
�
�
Z
[
\
]
^
_
`

'
�
�
�
a
b
c
d
+
e
f
	
g
h
,

i
2
j
�
�
�
	


�
k
l
m
n
o
p
q
r

j
�
�
�
	


�
+
s
�
:
t
u
B
5
m
n
o
p
q
r

j
v
�
w 


�
�



�

�
�

�



�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

17�
�

�


�
�
�
�
�
�
�



第 13 号 ���������	
��
��� � � � � 平成17年５月１日 ( )

道
経
済
産
業
局
人
事(

四
月
一
日)

▽
産
業
部
中
小
企
業
課
小
規
模
企
業

係
長(

総
務
企
画
部
企
画
課
指
導
係

長)

金
澤
亜
由
美
▽
総
務
企
画
部
会

計
課
給
与
係
長(

産
業
部
中
小
企
業

課
小
規
模
企
業
係
長)

神
田
美
好

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
人
事(

四
月
一
日)

▽
経
済
部

長(

十
勝
支
庁
長)

近
藤
光
雄
▽
経

済
部
商
工
振
興
課
参
事(

株
式
会
社

旭
川
産
業
高
度
化
セ
ン
タ
ー
総
務
企

画
部
長)

黒
津
俊
雄
▽
同
主
幹(

企

画
振
興
部
交
通
企
画
室
交
通
企
画
課

主
幹)

和
泉
豊
樹
▽
同
主
査[

商
工

団
体]

(

商
工
振
興
課
主
査

[

中
小

企
業
支
援])

勇
崎
比
呂
志

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
商
工
連
人
事(

四
月
一
日)

▽

業
務
課
長(

業
務
課
長
兼
管
理
課
長)

市
川
正
親
▽
指
導
情
報
課
長
兼
広
域

連
携
・
合
併
支
援
課
長(

指
導
情
報

課
長
兼
組
織
課
長)

赤
松
勲
▽
管
理

課
長(

後
志
支
所
長)

澤
田
弘
志
▽

空
知
支
所
長(

釧
路
支
所
長)

石
田

章
雄
▽
組
織
課
長(

空
知
支
所
長)

岩
間
一
男
▽
釧
路
支
所
長(

釧
路
支

所
主
幹)
中
井
卓
▽
後
志
支
所
長

(

指
導
部
主
幹)
島
谷
制
剛
▽
留
萌

支
所
長(

総
務
部
主
幹)
石
橋
孝
▽

業
務
部
主
幹(

上
川
支
所
主
幹)

田

端
良
子
▽
指
導
部
主
幹(

振
興
部
主

幹)

藤
田
厚
子
▽
総
務
部
主
幹(

胆

振
支
所
主
幹)

曽
我
部
由
美
子
▽
総

務
部
主
幹
、
中
小
企
業
大
学
校
旭
川

校
派
遣(

指
導
部
主
幹)

成
澤
弘
明

▽
指
導
部
主
幹(

上
川
支
所
主
幹)

出
貴
之
▽
上
川
支
所
主
幹(

総
務
部

主
幹
、
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校
派

遣)

高
橋
彰
▽
留
萌
支
所
主
幹(

同

主
査)

小
野
喜
美
▽
総
務
部
主
幹

(

地
域
支
援
課
係
長)

小
納
谷
大
志

【
退
職
】(

三
月
三
十
一
日)

▽
留

萌
支
所
長
塚
田
洋
哉
▽
空
知
支
所
主

幹
赤
坂
晴
子

商
工
会
人
事(

四
月
一
日)

▽
厚

田
村
商
工
会
事
務
局
長(

新
任)

塚

田
洋
哉
▽
福
島
町
同(

福
島
町
商
工

会
経
営
指
導
員)

小
泉
五
郎
▽
七
飯

町
同(

新
任)

林
須
美
一
▽
恵
山
町

同(

新
任)

三
ツ
谷
脩
▽
南
茅
部
同

(

新
任)

安
田
大
春
▽
蘭
越
町
同

(

新
任)

高
橋
幸
雄
▽
共
和
町
同

(

新
任)

浅
井
敏
勝
▽
三
笠
市
同

(

新
任)

工
藤
駿
一
▽
江
部
乙
同

(

新
任)

田
中
良
吉
▽
秩
父
別
町
同

(

新
任)

高
橋
邦
夫
▽
永
山
商
工
会

同(

新
任)

米
山
眞
二
▽
羽
幌
町
同

(

新
任)

江
幡
昭
▽
利
尻
町
同

(

新

任)

澤
谷
勉
▽
小
清
水
町
同(

新
任)

立
花
民
衛
▽
西
興
部
村
同(

新
任)

春
日
憲
一
▽
洞
爺
村
同(

新
任)

星

良
治
▽
大
滝
村
同(

新
任)

和
泉
順

一
▽
日
高
町
同(

新
任)

武
井
繁
之

▽
平
取
町
同(

平
取
町
商
工
会
経
営

指
導
員)

中
島
公
昭
▽
新
得
町
同

(

新
任)

貴
戸
延
之
▽
本
別
町
同

(

新
任)

長
尾
秀
典
▽
白
糠
町
同

(

鶴
居
村
商
工
会
事
務
局
長)

中
村

一
馬
▽
厚
田
村
商
工
会
経
営
指
導
員

(

道
商
工
連
経
営
指
導
員
研
修
生)

小
笠
和
也
▽
福
島
町
同(

木
古
内
補

助
員)

武
田
尚
人
▽
歌
登
町
同(

厚

田
村
経
営
指
導
員)

竹
内
睦
▽
丸
瀬

布
町
同(

大
成
町
補
助
員)

若
林
修

▽
湧
別
町
同(

上
湧
別
町
同)

三
宅

正
人
▽
平
取
町
同(

丸
瀬
布
町
経
営

指
導
員)

釜
沢
等
▽
忠
類
村
同(

忠

類
村
補
助
員)

山
崎
和
夫
▽
別
海
町

同(

羅
臼
町
同)

五
十
嵐
和
夫
▽
中

標
津
町
同(

別
海
町
同)

宍
戸
淳
一

▽
羅
臼
町
同(

道
商
工
連
経
営
指
導

員
研
修
生)

武
田
太
一

【
退
職
】(

三
月
三
十
一
日)

▽
厚

田
村
商
工
会
事
務
局
長
江
川
政
信
▽

函
館
市
亀
田
同
福
士
進
▽
福
島
町
同

出
羽
正
機
▽
七
飯
町
同
藤
田
尚
▽
戸

井
町
同
尾
山
達
夫
▽
恵
山
町
同
菅
藤

泰
雄
▽
南
茅
部
同
木
下
隆
▽
蘭
越
町

同
山
岡
信
幸
▽
真
狩
村
同
加
藤
勲
▽

共
和
町
同
黒
田
作
治
▽
三
笠
市
同
高

橋
英
昭
▽
江
部
乙
同
鈴
木
光
夫
▽
秩

父
別
町
同
鈴
木
清
▽
永
山
同
斎
藤
和

彦
▽
羽
幌
町
同
高
丸
安
司
▽
利
尻
町

同
柴
田
喜
義
▽
小
清
水
町
同
樫
原
功

▽
西
興
部
村
同
安
藤
勝
彦
▽
洞
爺
村

同
山
本
國
一
郎
▽
大
滝
村
同
宇
佐
美

雅
昭
▽
日
高
町
同
馬
場
三
比
古
▽
平

取
町
同
姉
崎
正
▽
▽
新
得
町
同
佐
藤

隆
明
▽
本
別
町
同
管
野
明
▽
白
糠
町

同
小
倉
昌
平
▽
歌
登
町
商
工
会
経
営

指
導
員
桐
原
利
彦
▽
湧
別
町
同
佐
々

木
征
一
郎
▽
忠
類
村
同
佐
藤
博
志

2

桧山管内厚沢部商工会の

中島修一会長 (61歳) ＝道

商工連理事＝が今年春の褒

章で､ 晴れの黄綬褒章を受

章する｡

同会長は､ 飲食料品や衣

料品などを扱う総合小売業

を営み､ 堅実な経営と高齢

者や身障者に配慮したバリ

アフリーの導入など地域生活者に配慮した店づく

りを進め､ 商店街の核店舗として地域社会に貢献

してきた｡

また企業経営の傍ら､ 平成３年に厚沢部商工会

長に就任｡ 以来､ 現在まで14年にわたり､ 温厚な

人柄と卓越した指導力をもって商工会員の融和と

連携強化を図り､ 地域小規模事業者の経営近代化

と商工会組織の拡充強化に尽力された｡

さらに､ 同12年から桧山管内商工連会長､ 道商

工連理事を務め､ 全道的視野に立って地域商工業

の振興と全道商工業者の経営安定に貢献し､ これ

らの功績が認められ今回の褒章受章となった｡

なお､ 氏はこれまで通産大臣表彰､ 道知事表彰

(道産業貢献賞) など多くの表彰を受けている｡

��������������

中島道商工連理事
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二
月
二
十
三
日
開

催
の
臨
時
総
代
会

に
お
い
て
選
任
。

由
仁
町
商
工
会
長

大
橋
一
正

(

お
お
は
し
か
ず
ま
さ)

企
画
印

刷
㈱
取
締
役
会
長
。
平
成
５
〜

理
事
、
同
15
〜
副
会
長
。
民
生

児
童
委
員
。
65
歳
。
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去
る
三
月
十
七
日
後
志
管
内
真
狩

村
に
お
い
て
、
羊
蹄
山
麓
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
【
蘭
越
町(
堀
川
強
太
郎
会

長)

、
ニ
セ
コ
町(

樫
原
和
雄
会
長
、

真
狩
村

(

陰
能
次
一
会
長)
、
留
寿

都

(

石
川
博
義
会
長)

、
喜
茂
別
町

(

新
居
修
二
会
長)

、
京
極
町

(

藤

澤
喬
会
長)

】
の
六
商
工
会
が
、
羊

蹄
山
麓
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会

(

拠
点
商
工
会

真
狩
村
商
工
会)

協
定
書
調
印
式
と
設
立
総
会
を
開
催

し
た
。

当
日
は
、
各
町
村
長(

一
部
代
理

助
役
・
収
入
役)

が
立
会
人
と
し
て

出
席
し
て
、
協
定
書
の
調
印
を
行
っ

た
後
設
立
総
会
を
開
催
。
協
議
会
会

長
に
真
狩
村
商
工
会
陰
能
会
長
を
選

出
し
、
平
成
十
七
年
度
の
事
業
計
画

等
が
承
認
さ
れ
た
。

羊
蹄
山
麓
ブ
ロ
ッ
ク
の
商
工
会
は
、

平
成
十
四
年
七
月
二
日
の
商
工
会
合

併
・
広
域
連
携
問
題
ブ
ロ
ッ
ク
別
会

議
を
皮
切
り
に
、
広
域
連
携
等
研
究

会(
会
長

真
狩
村
商
工
会
陰
能
会

長)

商
工
会
長
会
議
も
含
め
、
延
べ

二
十
九
回
会
議
を
開
催
、
そ
の
後
十

七
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
六
商

工
会
が
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
今
回

の
設
立
総
会
の
開
催
と
な
っ
た
。

当
協
議
会
で
は
、
創
業
や
経
営
革

新
の
支
援
、
広
域
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
等
を
行
う
た
め
、
広
域
担
当

職
員
を
拠
点
商
工
会
に
配
置
し
、
広

域
連
携
に
よ
る
事
業
集
約
化
、
経
営

支
援
の
高
品
質
化
及
び
組
織
基
盤
の

強
化
を
目
指
し
て
い
る
。

◇

ま
た
、
三
月
二
十
五
日
に
は
釧
路

市
内
ホ
テ
ル
に
て
、
釧
路
西
部
地
域

【
阿
寒
町

(

金
山
泰
明
会
長)

、
鶴

居
村(

大
津
泰
則
会
長)

、
白
糠
町

(

清
水
一
芳
会
長)

、
音
別
町(

佐

藤
紀
二
会
長)

】
の
四
商
工
会
が
、

釧
路
西
部
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会

(

拠
点
商
工
会

白
糠
町
商
工
会)

の
設
立
総
会
を
開
催
し
た
。

協
議
会
会
長
に
白
糠
町
商
工
会
清

水
会
長
を
選
出
し
、
平
成
十
七
年
度

の
事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ
た
。

釧
路
西
部
の
商
工
会
は
、
平
成
十

五
年
六
月
十
七
日
の
事
務
局
長
会
議

を
皮
切
り
に
、
十
五
年
度
は
三
十
四

回
、
十
六
年
度
は
補
助
事
業
で
あ
る

広
域
指
導
体
制
検
討
事
業
に
よ
り
三

十
六
回
会
議
を
へ
て
、
今
回
の
設
立

総
会
の
開
催
と
な
っ
た
。

当
協
議
会
で
は
、
毎
月
一
回
協
議

会
内
指
導
員
に
よ
る
広
域
支
援
会
議

を
開
催
し
、
中
小
企
業
経
営
革
新
支

援
法
に
よ
る
認
定
企
業
づ
く
り
や
企

業
診
断
、
創
業
支
援
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
補
助
事
業
に
よ
り
広
域
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
も
行
う
。

◇

一
方
、
合
併
に
つ
い
て
は
、
去
る

三
月
二
十
五
日
、
上
磯
町(

宮
崎
高

志
会
長)

と
大
野
町(

花
巻
徹
会
長)

の
商
工
会
が
、
両
町
の
助
役
を
立
会

人
と
し
て｢

合
併
基
本
協
定｣

の
調

印
を
行
い
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日

の
合
併
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
平
成
十
八
年
四
月
一

日
に
四
地
域
十
一
商
工
会
で
合
併
が

予
定
さ
れ
、
北
海
道
の
商
工
会
は
、

一
七
八
商
工
会
か
ら
一
七
〇
商
工
会

と
な
る
予
定
。
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上
川
管
内
の
石
北
ブ
ロ
ッ
ク(

当

麻
町
、
比
布
、
愛
別
、
上
川
町
、

東
川
町)

の
五
商
工
会
青
年
部
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ

た
共
同
に
よ
る

｢

ふ
る
さ
と
小
包

(

ゆ
う
パ
ッ
ク)｣

で
の
販
売
を
行
う
。

こ
の
取
組
み
は
、
か
ね
て
か
ら
青

年
部
の
広
域
的
な
活
動
と
し
て
実
施

さ
れ
て
き
た
上
川
管
内
商
工
会
青
年

部
石
北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
が
企
画
し

た
も
の
で
、
各
町
の
青
年
会
議(

農

業
者
、
町
職
員
等)

と
の
交
流
会
を

実
施
し
、
検
討
を
重
ね
て
、
こ
の
ほ

ど
実
現
と
な
っ
た
。

ふ
る
さ
と
小
包
の
内
容
は
、
青
年

会
議
と
の
交
流
会
で
厳
選
し
た
そ
れ

ぞ
れ
の
町
の
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ

た｢

大
雪
の
麓[

ふ
も
と]

セ
ッ
ト｣

と｢

大
雪
の
食
卓
セ
ッ
ト｣

の
二
種

類
で
、｢

大
雪
の
麓
セ
ッ
ト｣

は
、

層
雲
峡
乾
燥
ラ
ー
メ
ン(

上
川
町)

、

き
の
こ
ア
ラ
カ
ル

ト

(

愛
別
町)

、

味
菜
つ
け
も
の

(

比
布
町)

、
手
作

り
仙
年
み
そ
、
な

ん
で
も
こ
い
漬
け

(

東
川
町)
、
今
摺
米[

い
ま
ず
り
ま

い]
(

当
麻
町)
と
な
っ
て
お
り
、

｢

大
雪
の
食
卓
セ
ッ
ト｣

は
、
大
雪

高
原
牛
、
層
雲
峡
乾
燥
ラ
ー
メ
ン

(

上
川
町)

、
き
の
こ
カ
レ
ー
、
き
の

こ
詰
合
せ(

愛
別
町)

、
苺
ワ
イ
ン
、

苺
ジ
ャ
ム(

比
布
町)

、
大
雪
清
流

物
語
【
ワ
イ
ン
】

(

東
川
町)

、
今

摺
米(

当
麻
町)

と｢

食
卓
を
囲
む

・
一
家
団
ら
ん｣

を
テ
ー
マ
に
し
た

詰
め
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
。

広
域
で
い
ず
れ
も
異
な
る
販
売
元

で
あ
る
た
め
、
商
品
の
問
い
合
わ
せ

先
な
ど
は
、
幹
事
商
工
会
青
年
部
と

し
て
こ
の
事
業
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ

て
き
た
当
麻
町
商
工
会
青
年
部
が
一

元
し
て
担
当
し
、
当
麻
町
商
工
会
が

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

広
域
的
な
取
組
み
と
し
て
、
ま
た
、

青
年
部
に
よ
る
新
た
な
事
業
展
開
と

し
て
、
当
麻
町
商
工
会
青
年
部
の
菊

川
哲
平
部
長
は
、｢

一
つ
で
も
多
く

の
特
産
品
が
販
売
で
き
れ
ば｣

と
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

当
麻
町
商
工
会
青
年
部

�
０
１
６
６－

８
４－

２
３
２
５

取
扱
期
間
は
、
平
成
十
七
年
九
月

三
十
日
ま
で
。

◆

サ
ロ
ベ
ツ
原
野
を
有
す
る
豊
富
町

で
は
春
を
迎
え
、
鮮
や
か
な
黄
色
の

花
を
つ
け
た
エ
ゾ
リ
ュ
ウ
キ
ン
や
エ

ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
が
湿
原
を
黄
色
の
じ
ゅ

う
た
ん
に
変
え
つ
つ
あ
る
。
テ
レ
ビ

等
で
紹
介
さ
れ
、
人
気
者
と
な
っ
た

世
界
一
小
さ
い
哺
乳
類
で
あ
る
エ
ゾ

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
の
活
動
も
活
発
と
な
っ

て
く
る
季
節
を
迎
え
た
。

豊
富
町
商
工
会(
木
下
耕
一
会
長)

で
は
、
消
費
流
出
の
防
止
や
消
費
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め

昭
和
六
十
二
年
に
協
同
組
合
サ
ロ
ベ

ツ
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ン
プ
会

(

高
倉
宏

理
事
長)

を
設
立
し
、
温
泉
入
浴
券

交
換
や
記
念
日
ケ
ー
キ
交
換
、
小
学

生
プ
ー
ル
利
用
券
交
換
、
母
の
日
カ
ー

ネ
シ
ョ
ン
交
換
等
の
地
元
住
民
と
密

着
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
数
々
実
施
し
て

き
た
。

昭
和
六
十
二
年
か
ら
発
行
し
て
い

る
額
面
五
百
円
と
千
円
の
二
種
類
の

商
品
券
は
発
行
高
も
年
々
順
調
に
伸

び
て
お
り
、
消
費
者
や
各
種
団
体
か

ら
多
く
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
消
費
者
か
ら
の
利
用
が
増

え
る
に
つ
れ
て｢

共
通
商
品
券
の
利

用
が
ス
タ
ン
プ
会
加
盟
店
に
限
定
さ

れ
て
い
る｣

と
の
不
満
の
声
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

同
ス
タ
ン
プ
会
で
は
、
商
品
券
の
価

値
を
高
め
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

多
く
の
店
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
、

賛
助
会
員(

商
品
券
取
扱
い
協
力
店)

の
制
度
を
設
け
、
四
月
一
日
よ
り
本

事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。賛

助
会
員
は
年
会
費
や
共
通
商
品

券
の
交
換
手
数
料
が
な
く
、
新
た
に

農
協
Ａ
コ
ー
プ
や
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

を
含
む
小
売
業
十
八
店
、
建
設
四
社
、

飲
食
十
八
店
、
旅
館
三
件
、
サ
ー
ビ

ス
関
連
九
社
、
理
美
容
四
店
の
合
わ

せ
て
五
十
六
店
が
賛
助
会
員
と
し
て

加
わ
り
、
現
在
の
組
合
加
盟
店
六
十

三
店
を
加
え
て
百
十
九
店
で
商
品
券

の
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
。
地
元
消

費
者
か
ら
は
、
入
学
祝
や
進
学
祝
い

の
お
返
し
等
で
と
て
も
利
用
し
や
す

く
な
っ
た
と
、
大
好
評
で
今
後
、
行

政
等
を
含
め
た
共
通
商
品
券
の
利
用

拡
大
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る
。

◆

第
二
回
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ

た
網
走
管
内
丸
瀬
布
町
の
森
林
鉄
道

｢

雨
宮
二
十
一
号｣

を
ラ
ベ
ル
に
あ

し
ら
っ
た
宝
酒
造
の
焼
酎｢

Ｚ
Ｉ
Ｐ

Ａ
Ｎ
Ｇ(

ジ
パ
ン
グ)｣

(

七
百
㍉
㍑
、

甲
類)

が
、
同
町
内
限
定
で
発
売
さ

れ
た
。
関
係
者
は｢

町
の
新
た
な
土

産
物
に｣

と
期
待
し
て
い
る
。
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町
、
町
商
工
会
、

町
観
光
協
会
な
ど

が
、
北
海
道
遺
産

の
選
定
を
記
念
し

て
宝
酒
造
に
生
産

を
依
頼
し
た
も
の

で
、
初
回
は
六
百
本
を
町
内
限
定
発

売
し
、
要
望
が
あ
れ
ば
地
方
発
送
も

行
う
予
定
だ
。

宝
酒
造
は
、
こ
れ
ま
で
摩
周
湖

(

釧
路
管
内
弟
子
屈
町)

な
ど
四
件

の
道
遺
産
登
録
地
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ

ベ
ル｢

Ｚ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ｣

を
生
産
し

て
お
り
、
昨
年
の
第
二
回
選
定
で
登

録
さ
れ
た
二
十
七
件
の
中
で
は｢

雨

宮
二
十
一
号｣

が
第
一
号
で
あ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
は｢

雨
宮
二

十
一
号｣

の
写
真
を
内
側
に
し
て
貼

ら
れ
、
の
ぞ
き
込
む
と
、
煙
を
は
い

て
走
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

外
側
は｢

雨
宮
二
十
一
号｣

の
歴
史

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

｢

雨
宮
二
十
一
号｣

は
一
九
二
八

年(

昭
和
三
年)

に
製
造
さ
れ
た
国

産
十
一
㌧
機
関
車
。
森
林
鉄
道
と
し

て
活
躍
し
、
現
在
は
、
町
森
林
公
園

｢

い
こ
い
の
森｣

で
観
光
客
を
乗
せ

て
走
る
。
町
ぐ
る
み
で
道
遺
産
登
録

運
動
を
展
開
し
て
実
現
さ
せ
た
。

こ
の
焼
酎
の
販
売
価
格
は
一
本
七

百
八
十
一
円

(

税
込
み)

。
同
町
内

の
道
の
駅｢

ま
る
せ
っ
ぷ｣

や
小
売

店
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
な
ど
は
同
商
工
会
へ
。

�
０
１
５
８
４－

７－

２
１
２
１

◆

二
〇
〇
〇
年
の
有
珠
山
噴
火
か
ら

丸
五
年
を
迎
え
た
三
月
三
十
一
日
、

｢

有
珠
山
噴
火
五
年

復
興
感
謝
祭

in
と
う
や
湖｣

が
虻
田
町
洞
爺
湖
温

泉
町
で
行
わ
れ
た
。

被
災
し
た
町
に
活
気
を
取
り
戻
そ

う
と
噴
火
二
年
後
か
ら
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
。

メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
は
、
噴
火

し
た
十
三
時
七
分
の
サ
イ
レ
ン
で
開

始
し
、
災
害
の
教
訓
を
学
ぼ
う
と
火

山
遺
構
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
。

夜
に
は
、
歩
道
に
並
べ
ら
れ
た
約

五
千
個
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
が
一

斉
に
と
も
り
、
町
を
幻
想
的
な
雰
囲

気
に
包
み
込
ん
だ
。

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た｢

湯

け
む
り
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー｣

(

実
行
委

員
長：

白
井
商
工
会
副
会
長)

は
、

百
名
を
超
す
宿
泊
客
を
始
め
と
す
る

八
百
人
の
参
加
者
が
温
泉
街
の
は
し

ご
酒
に
挑
戦
し
た
。
参
加
店
は
、
居

酒
屋
、
ス
ナ
ッ
ク
、
ホ
テ
ル
内
の
バ
ー
、

食
堂
な
ど
四
十
一
店
。

午
後
七
時
に
遊
覧
船
の
汽
笛
を
合

図
に
ス
タ
ー
ト
し
た
参
加
者
は
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
で
彩
ら
れ
、
最
近
各
所
に
設
置

さ
れ
た
足
湯
・
手
湯
な
ど
温
泉
街
特

有
の
風
情
を
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
回
り
、

割
り
当
て
ら
れ
た
五
店
を
完
飲
。
ゴ
ー

ル
後
の
抽
選
会
で
も
盛
り
上
が
っ
て

い
た
。

日
高
管
内
商
工
会
青
年
部
連
合
会

(

山
中
智
彰
会
長)

は
、
平
成
十
六

年
度
の
広
域
振
興
事
業｢

ふ
る
さ
と

・
ゆ
め
実
現
化
事
業｣

と
し
て
日
高

管
内
の
豊
富
な
資
源
等
を
よ
り
具
体

的
に
研
究
開
発
し
、
地
域
を
代
表
す

る
特
産
品
と
し
て
の
商
品
化
及
び
起

業
化
を
目
指
し
た

｢『

北
の
食
宝』

ぞ
っ
こ
ん
日
高
２
０
０
４｣

を
実
施
。

第
一
弾
と
し
て
、
平
取
町
特
産
の
ト

マ
ト｢

ニ
シ
パ
の
恋
人｣

を
一
〇
〇

％
原
料
と
し
た｢

ト
マ
ト
ア
イ
ス｣

を
開
発
し
、
今
年
三
月
一
日
、
日
高

管
内
九
町
で
一
斉
販
売
を
開
始
し
た
。

｢

ト
マ
ト｣

の
町
で
知
ら
れ
る
平

取
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
二
年
前

か
ら
ト
マ
ト
を
活
用
し
た
商
品
化
を

進
め
、
無
塩
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
原

料
に
使
用
し
札
幌
の
食
品
加
工
業
者

に
製
造
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
口
目
は
ほ
の
か
な
酸
味
が
広
ま
り
、

二
口
目
か
ら
は
、
自
然
な
甘
さ
が
感

じ
ら
れ
る
ま
さ
に
平
取
特
産

『

ニ
シ

パ
の
恋
人』

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
商

品
が
完
成
し
た
。

平
取
町
商
工
会
青
年
部
の
藤
原
謙

和
部
長
は
、｢

試
食
を
重
ね
た
自
信

作
。
ま
ず
は
、
地
元
に
根
付
か
せ
た

い｣

と
販
売
促
進
に
大
き
な
意
欲
を

見
せ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
こ
の
商
品
を
中
心
に

各
町
並
び
に
道
・
札
幌
市
が
企
画
す

る
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
人
々
に
日
高
の
観
光
と

食
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
管
内
青
年
部
で
は
第
二
弾

と
し
て
、
新
た
な
観
光
・
食
資
源
の

探
求
と
Ｐ
Ｒ
す
る

｢『

販
促
情
報
発

信
事
業』

活
け
行
け
日
高
路｣

を
実

施
す
る
こ
と
で
、
日
高
地
域
の
経
済

振
興
に
寄
与
で
き
る
と
意
気
込
ん
で

い
る
。

｢

ト
マ
ト
ア
イ
ス｣

に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
平
取
町
商
工
会
青
年
部

ま
で
。

�
０
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大
山
商
工
会
長(

五
十
八
歳)
は
、

平
成
十
二
年
四
月
商
工
会
長
に
就
任

し
、
二
期
五
年
目
。
平
成
十
五
年
五

月
か
ら
道
商
工
連
副
会
長
、
石
狩
管

内
商
工
連
会
長
を
務
め
る
。
平
成
九

年
一
月
に
浜
益
村
議
会
議
員
に
当
選

し
、
現
在
三
期
目
。◇

浜
益
村
は
、
札
幌
市
と
留
萌
市
を

結
ぶ
国
道
二
百
三
十
一
号
の
沿
線
、

多
く
の
奇
岩
が
連
続
す
る
風
光
明
媚

な
日
本
海
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
上
に
位

置
し
、
古
く
は
ニ
シ
ン
の
千
石
場
所

と
し
て
名
を
馳
せ
た
土
地
柄
。

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
メ
ロ
ン

や
り
ん
ご
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
と
い
っ
た

果
物
の
生
産
が
盛
ん
な
こ
と
は
意
外

と
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
季
節
に
な
れ

ば
村
内
の
観
光
農
園
で
い
ち
ご
狩
り

や
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
が
楽
し
め
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
同
村
産
の
黒
毛

和
牛
が
品
評
会
で
高
い
評
価
が
得
ら

れ
、
新
た
な
特
産
品
に
と
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

同
村
は
、
近
隣
の
石
狩
市
、
厚
田

村
と
の
自
治
体
合
併
が
決
定
し
て
お

り
、
本
年
十
月
一
日
に
新｢

石
狩
市｣

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。

村
の
人
口
は
、
二
千
百
六
十
一
人

(

十
六
年
三
月
現
在)

で
、
最
も
人

口
の
多
か
っ
た
昭
和
二
十
九
年
の
九

千
人
と
比
べ
四
分
の
一
に
ま
で
減
っ

て
お
り
、
し
か
も
、
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
が
四
十
一
％
を
占
め
、
全

道
一
の
高
齢
者
率
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

財
政
状
況
や
高
齢
者
対
策
の
充
実
な

ど
村
の
将
来
を
考
慮
し
て
の
合
併
選

択
だ
っ
た
と
い
う
。◇

浜
益
村
商
工
会
は
、
会
員
数
が
七

十
二
名
で
、
い
わ
ゆ
る
小
規
模
商
工

会
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

例
に
漏
れ
ず
、
購
買
力
の
流
出
や
経

営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
難
と
い
っ

た
問
題
を
抱
え
る
。
先
に
述
べ
た
自

治
体
合
併
が
決
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、

商
工
会
で
も
、
隣
接
す
る
厚
田
村
商

工
会
と
の
合
併
協
議
に
入
っ
て
い
る
。

大
山
会
長
は
、｢

補
助
金
の
削
減
が

進
み
、
会
員
も
減
少
し
て
い
く
中
で

は
、
商
工
会
合
併
が
最
善
の
選
択
だ

と
考
え
て
い
る
。
組
織
・
財
政
基
盤

を
整
え
て
こ
そ
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
て
い

る｣

と
話
し
た
。

㈲
益
増(

ま
す
ま
す)

商
事

浜
益
郡
浜
益
村
大
字
川
下
村
五
二

同
社
は
昭
和
三
十
年
に
、
先
代
の

大
山
寛
氏
が
鮮
魚
店｢

大
山
商
店｣

と
し
て
開
業
。
平
成
九
年
に
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
転
業
し
た
の
を

機
に
、
平
成
十
年
に
法
人
化
し
た
。

浜
益
村
の｢

益｣

と
利
益
の｢

益｣

、

そ
の
利
益
が｢

増｣

す
よ
う
に
と
い

う
の
が
社
名
の
由
来
。
親
子
二
代
で

住
み
良
い
村
づ
く
り
を
し
た
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
名
付
け
た
長
男
の

清
愛(

す
み
よ
し)

さ
ん
が
札
幌
市

の
大
学
を
卒
業
後
帰
郷
し
、
現
在
、

後
継
者
と
し
て
店
を
切
り
盛
り
し
て

い
る
。
資
本
金
三
百
万
円
、
従
業
員

十
名
。

6
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道
商
工
連
で
は
、｢

平
成
十
六
年

度
商
工
会
地
域
特
産
品
等
販
路
開
拓

支
援
事
業
展
示
・
商
談
会｣

を
三
月

十
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

し
た
。

同
展
示
・
商
談
会
は
、
商
工
会
地

域
の
む
ら
お
こ
し
事
業
等
で
開
発
さ

れ
た
地
域
特
産
品
を
展
示
、
流
通
業

者
や
消
費
者
を
招
待
し
、
試
飲
・
試

食
等
に
よ
り
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
と
も
に
、
商
工
会
地
域
の
製
造
業

等
と
流
通
業
者
と
の
仲
介
を
行
い
地

域
特
産
品
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て

平
成
元
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
今
回
で
十
六
回
を
迎
え
た
。

今
年
は
、
二
十
六
商
工
会
か
ら
三

十
企
業
が
参
加
、
農
畜
産
加
工
品
・

水
産
加
工
品
等
の
特
産
品
百
二
点
を

展
示
、
流
通
業
者
は
三
十
社
六
十
三

人
、
消
費
者
等
六
十
一
人
が
集
ま
っ

た
。会

場
内
で
は
、
出
展
業
者
が
流
通

業
者
や
消
費
者
に
特
産
品
の
説
明
等

を
積
極
的
に
行
い
、
三
社
の
商
談
が

成
立
、
見
積
依
頼
や
百
貨
店
の
物
産

展
示
へ
の
参
加
等
依
頼
の
あ
っ
た
企

業
を
含
め
る
と
延
べ
五
十
七
社
の
流

通
業
者
と
商
談
が
あ
り
、
大
き
な
成

果
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
会
場
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
流
通
業
者
か
ら｢

総
体
的

に
値
段
が
高
い
。
土
産
品
と
し
て
の

位
置
付
け
だ
と
思
う
が
、
も
っ
と
道

民
の
口
に
入
り
や
す
い
価
格
設
定
に

し
て
欲
し
い｣

。
ま
た
、
消
費
者
か

ら
は｢

地
産
地
消
で
こ
れ
か
ら
も
良

い
商
品
を
販
売
し
て
下
さ
い｣

な
ど

価
格
等
に
対
す
る
改
善
点
の
提
案
や

励
ま
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

道
商
工
連
で
は
、
創
業
率
の
向
上

を
図
り
、
地
域
の
産
業
活
性
化
に
資

す
る
た
め
、
創
業
塾
を
開
催
し
、
こ

れ
ま
で
多
数
の
起
業
家
を
輩
出
し
て

い
る
が
、
本
年
度
も
別
表
の
通
り
創

業
塾
を
実
施
す
る
。

第
一
回
目
の
一
般
コ
ー
ス
は
、
六

月
十
一
日
か
ら
土
・
日
の
五
日
間
で

道
商
工
連
の
研
修
室
で
開
催
し
、
研

修
内
容
は
、
創
業
に
あ
た
っ
て
の
基

本
的
知
識
と
、
実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を

集
中
的
に
学
び
、
創
業
計
画(

ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン)

作
成
ま
で
行
う
。

ま
た
、
異
分
野
進
出
、
業
種
転
換

や
新
た
な
成
長
段
階
に
進
む
た
め
の

｢

第
二
創
業
塾｣

も
札
幌
市
内
の
ほ
か

商
工
会
地
区
で
の
開
催
も
予
定
し
て

い
る
。
受
講
料
は
各
コ
ー
ス
と
も
三

千
円
。

申
し
込
み
・
研
修
内
容
等
詳
細
は

道
商
工
連
振
興
部(

�
０
１
１－

２

５
１－

０
１
０
２)

ま
で
。
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道商工連は､ 道内商工会地域の平成16年度第四・四半期１－
３月期実績による ｢中小企業景況調査｣ の結果をまとめた｡
それによると､ 前年同期と対比した景気動向指数Ｄ・Ｉ

(増加・好転企業割合から減少・悪化企業割合を引いた指数)
は､ 全業種 (製造・建設・小売・サービスの４業種) の全項
目 (売上・採算・資金繰り・業況) にわたり､ 減少・悪化企
業が増加・好転企業を上回った｡
しかし､ 来期 (４－６月期) の見通しについては､ 前年同
期で比べると建設業が24.3ポイント､ 製造業18.8ポイント､
サービス業4.1ポイント､ 小売業では2.0ポイントマイナス幅
が縮小｡ また､ 前期比においては建設業35.1ポイント､ 製造
業21.1ポイント､ 小売業20.8ポイント､ サービス業5.2ポイン
トマイナス幅が縮まっており､ 景況感に回復の兆しが見えて
いる｡

〃

第

二

創

業

塾

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

女

性

向

け

一

般

コ
ー
ス
名

11
月
12
日
か
ら

10
月
16
日
か
ら

９
月
17
日
か
ら

８
月
21
日
か
ら

７
月
10
日
か
ら

６
月
11
日
か
ら

日

程

(

土
日
の
五
日
間)
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◆業況天気図 (前期比)

業種
期 製造業 建設業 小売業 サービス業

平成16年度 １月～３月

４月～６月

７月～９月

10月～12月

平成17年度 １月～３月

４月～６月
(見通し)

DI値 100.0～50.1 50.0～20.1 20.0～0.0 △0.1～△20.0 △20.1～△50.0 △50.1～△100.0

表示
快 晴 晴 薄 曇 曇 雪 吹 雪
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[

す
ぐ
わ
か
る
経
営
者
の
財
務
講
座]

▽
定
員
30
人
▽
期
間
６
月
２
日

(

木)

〜
３
日(
金)
２
日
間
▽
受

講
料
２
万
１
千
円

[

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
戦
略
的
活
用]

▽
定
員
20
人
▽
期
間
６
月
８
日

(

水)

〜
９
日

(

木)

、
７
月
20
日

(

水)

〜
21
日(

木)

４
日
間
▽
受

講
料
３
万
７
千
円

[

新
規
創
業
支
援
研
修(

札
幌
市
開

催)]▽
定
員
30
人
▽
期
間
６
月
11
日

(

土)

〜
12
日(

日)

、
15
日(

水)

、

18
日

(

土)

〜
19
日

(

日)

５
日

間
▽
受
講
料
１
万
円

[

商
談
技
術
を
磨
い
て
売
上
ア
ッ
プ]

▽
定
員
30
人
▽
期
間
６
月
14
日

(

火)

〜
16
日

(

木)

、
７
月
12
日

(

火)

〜
14
日(

木)

６
日
間
▽
受

講
料
５
万
２
千
円

[

経
営
数
字
の
見
方
・
活
か
し
方]

▽
定
員
30
人
▽
期
間
６
月
21
日

(

火)

〜
23
日(

木)

３
日
間
▽
受

講
料
３
万
円

[

女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス]

▽
定
員
30
人
▽
期
間
７
月
５
日

(

火)

〜
７
日(

木)

３
日
間

申
込
先
は
〒
０
７
８－

８
５
５
５
、

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目
２－

１
、
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校
研
修

課
。
各
コ
ー
ス
と
も
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
。

同
校
に
は
全
個
室
五
十
室
、
談
話

室
、
体
育
館
あ
り
、
寮
費
一
泊
一
千

五
百
円
、
食
事
一
千
九
百
円(

三
食

分)

で
寮
や
校
内
食
堂
を
利
用
で
き

る
。

…
５
月
…

〈
石
狩
〉
◇
11
日

管
内
女
性
連
通

常
総
会(

札
幌
市)

◇
12
日

管
内

青
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

〈
渡
島
〉
◇
20
日

管
内
商
工
連
通

常
総
会(
函
館
市)

〈
桧
山
〉
◇
20
日

管
内
商
工
連
通

常
総
会(

江
差
町)
◇
28
日

管
内

職
員
協
通
常
総
会(
今
金
町)

〈
後
志
〉
◇
11
日

管
内
女
性
連
通

常
総
会(

札
幌
市)

◇
23
日

管
内

商
工
連
通
常
総
会(

仁
木
町)
◇
25

日

管
内
商
工
会
長
懇
談
会(

札
幌

市)〈
空
知
〉
◇
10
日

管
内
女
性
連
通

常
総
会(

札
幌
市)

◇
11
日

管
内

青
連
通
常
総
会(

月
形
町)

◇
23
日

管
内
商
工
連
通
常
総
会(

岩
見
沢

市)〈
上
川
〉
◇
11
日

管
内
商
工
連
会

長
会
議(

旭
川
市)

◇
20
日

管
内

商
工
連
通
常
総
会(

旭
川
市)

〈
留
萌
〉
◇
７
日

管
内
青
連
通
常

代
議
員
会(

天
塩
町)

◇
８
日

管

内
女
性
連
通
常
代
議
員
会
・
留
萌
ブ

ロ
ッ
ク
女
性
部
員
研
修
会(

天
塩
町)

◇
11
〜
13
日

女
性
部
員
管
外
視
察

研
修(

弟
子
屈
町)

◇
24
日

管
内

商
工
連
通
常
総
会(

留
萌
市)

〈
宗
谷
〉
◇
11
日

管
内
女
性
連
通

常
総
会(

札
幌
市)

◇
12
日

管
内

青
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

◇
20
日

管
内
商
工
連
通
常
総
会(

稚
内
市)

28
日

管
内
職
員
協
通
常
総
会(

中

頓
別
町)

〈
網
走
〉
◇
９
日

管
内
青
連
通
常

総
会(

小
清
水
町)

◇
11
日

管
内

女
性
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

◇

24
日

管
内
商
工
連
通
常
総
会(

札

幌
市)

〈
胆
振
〉
◇
10
日

管
内
女
性
連
通

常
総
会(

札
幌
市)

◇
12
日

管
内

青
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

◇
24
日

管
内
商
工
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

◇
27
日

管
内
職
員
協
通
常
総
会

(

大
滝
村)

〈
日
高
〉
◇
９
日

管
内
女
性
連
通

常
代
議
員
会(

日
高
町)

◇
９
日

管
内
青
連
通
常
代
議
員
会(

静
内
町)

◇
24
日

管
内
商
工
連
通
常
総
会

(

札
幌
市)

〈
十
勝
〉
◇
23
日

管
内
商
工
連
通

常
総
会
・
正
副
会
長
会
議(

帯
広
市)

〈
釧
路
〉
◇
６
日

管
内
青
連
通
常

総
会(

弟
子
屈
町)

◇
23
日

管
内

商
工
連
会
長
会
議
・
通
常
総
会(
釧

路
市)

〈
根
室
〉
◇
７
日

管
内
青
連
通
常

総
会(

別
海
町)

◇
９
日

管
内
商

工
連
会
長
会
議
・
通
常
総
会(

中
標

津
町)

…
６
月
…

〈
桧
山
〉
◇
12
日

桧
山
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
部
員
研
修
会(

大
成
町)

〈
後
志
〉
◇
９
日

後
志
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
部
員
研
修
会(

留
寿
都
村)

8
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